
村報とつかわ 
むらづくりのキャッチフレーズ  「心身再生の郷」 【特集】 

P4～P5 成人式   P6～P7 駅伝大会
○HOTニュース○シリーズ復旧・復興○財政状況の公表○カメラスケッチ○お知らせ○十津川の森林づくり
○税の作文○議会だより○国民年金○国保だより○村を元気にするために○人の動き

村民憲章 
１．私たちは 歴史と伝統を大切にしましょう 
１．私たちは 美しい自然を守りましょう 
１．私たちは 郷土の文化を高めましょう 
１．私たちは 豊かな人情を育てましょう 
１．私たちは 仕事に誇りを持って働きましょう 

２０１2
№６０5 2February.
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HOTNewsむらの

HOT
News

むらの

村長の動きや方針を紹介。村政の重要施策などHOTな情報をお届けします

土
砂
ダ
ム
の
現
場
へ

　

土
砂
ダ
ム
緊
急
対
策
工
事
の
進

捗
状
況
を
把
握
す
る
た
め
更
谷
村

長
が
１
月
７
日
、村
内
で
発
生
し

た
長
殿
谷
と
栗
平
の
土
砂
ダ
ム
の

現
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
の
職
員
か
ら
説
明

を
受
け
な
が
ら
仮
排
水
路
工
の
進

捗
や
土
砂
ダ
ム
の
状
況
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
両
ダ
ム
は
、大
字
上
野

地
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
か
ら
重
機
や
資
材

を
ヘ
リ
で
搬
入
し
て
い
ま
し
た
が
、現

在
作
業
道
の
開
設
を
進
め
て
い
て
、

完
成
す
る
と
大
型
建
設
機
械
の
搬

入
が
可
能
に
な
る
た
め
、工
事
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
図
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

が
連
携
し
、道
路
整
備
の
要
望
活

動
を
行
う「
国
道
１
６
８
号（
五

條
・
新
宮
間
）整
備
促
進
協
議
会
」

が
、前
田
国
土
交
通
大
臣
を
始
め

政
府
・
与
党
や
地
元
選
出
国
会
議

員
に
要
望
活
動
を
行
う
た
め
、更

谷
村
長（
同
協
議
会
副
会
長
）が
同

行
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
会
長
の
太
田
五
條
市
長

は
、「『
長
殿
道
路
』の
整
備
は
近
隣

市
町
村
と
の
円
滑
な
通
行
や
、危

険
箇
所
を
回
避
す
る
観
点
か
ら
も

早
期
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
協

議
会
と
し
て
も
最
優
先
課
題
と
し

て
強
く
要
望
す
る
」と
述
べ
、平
成

24
年
度
の
新
規
事
業
化
を
訴
え
ま

し
た
。

年
末
警
戒
で
消
防
団
詰

所
を
訪
問

　

台
風
12
号
の
災
害
か
ら
連
日
消

防
団
活
動
を
行
っ
て
き
た
消
防
団

員
に
感
謝
と
激
励
を
送
る
た
め
、

12
月
29
・
30
日
の
両
日
、年
末
警
戒

に
更
谷
村
長
が
同
行
し
ま
し
た
。

　

村
内
の
消
防
団
の
各
詰
所
を
訪

れ
、年
末
警
戒
に
あ
た
る
団
員
に

栗
栖
団
長
が
激
励
を
行
い
、更
谷

村
長
が
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、五
條
警
察
署
十
津
川
警

察
庁
舎
や
五
條
消
防
署
大
塔
分
署

と
十
津
川
分
署
か
ら
も
激
励
の
た

め
職
員
が
同
行
し
ま
し
た
。

車
道
や
国
道
１
６
８
号
、県
道
を

含
め
た
道
路
整
備
の
要
望
活
動
を

行
う「
内
吉
野
土
木
協
議
会（
五

條
市
・
野
迫
川
村
・
十
津
川
村
で

組
織
）」が
、前
田
国
土
交
通
大
臣

を
始
め
、政
府
・
与
党
や
地
元
選

出
国
会
議
員
に
要
望
活
動
を
行
う

た
め
、更
谷
村
長（
同
協
議
会
会

長
）と
中
南
議
長
が
同
行
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
、台
風
12
号
の
被
害
で
、

今
な
お
法
面
崩
壊
な
ど
危
険
箇
所

が
多
数
あ
る
長
殿
地
内
の
国
道
を

回
避
で
き
る
バ
イ
パ
ス「
長
殿
道

路
」を
、国
の
直
轄
権
限
代
行
路
線

と
し
て
平
成
24
年
度
に
新
規
事
業

化
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

更
谷
村
長
は
、「
長
殿
道
路
の
前

後
は
、既
に
バ
イ
パ
ス
整
備
が
完
了

し
て
い
て
、現
在
、県
で
事
業
を
進

め
て
い
る
辻
堂
バ
イ
パ
ス
と
長
殿

道
路
の
整
備
が
完
了
す
る
と
11
㎞

の
区
間
で
安
全
な
道
が
確
保
で
き

る
。
地
元
の
強
い
要
望
と
し
て
ぜ

ひ
と
も
事
業
化
し
て
い
た
だ
き
た

い
」と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

国
道
１
６
８
号（
五
條
・

新
宮
間
）整
備
促
進
協

議
会
要
望
活
動

　

１
月
10
・
11
日
、国
道
１
６
８

号
の
早
期
整
備
を
図
る
た
め
、奈

良
、和
歌
山
、三
重
の
関
係
市
町
村

　

12
月
か
ら
１
月
に
か
け
、更
谷

村
長
は「
い
の
ち
の
道
」で
あ
る
村

の
道
路
の
整
備
促
進
を
早
期
に
実

現
す
る
た
め
、他
の
市
町
村
と
協

力
し
、政
府
・
与
党
や
地
元
選
出
の

国
会
議
員
に
、要
望
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

「
内
吉
野
土
木
協
議
会

要
望
活
動
」

　

昨
年
12
月
21
日
、京
奈
和
自
動
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基本理念 復興に向けた主要施策 実現に向け

災害をバネに十津川
村の活力を高める
▶災害前の安定した生活を取り
戻すだけでなく、今回の災害を
教訓とし、さらに村の活力を高
める。▶村の96％が山林であ
り、先人から受け継いだ木にこ
だわった施策を展開。▶復興を
成し遂げ、いきいきと暮らすこと
のできる村づくりを実現。

安全な日常生活の回復
▶公共土木施設、水道施設、産業関連施設、河川
などの早期復旧▶流木など災害廃棄物の処理▶
木にこだわった被災者住居の確保と幅広い生活
支援や心と身体のケア▶被災者の緊急的な雇用
の確保と被災事業者の事業再開支援と生業・産業
の支援▶温泉施設の早期本復旧

誇りある十津川村再生
の実現
▶本村に脈々と息づく助け合い
と感謝の精神で地域の絆を守り
育てる。▶全ての村民がこの村
で元気な生活を取り戻すことが
復興の第一歩。▶被災者の故郷
への思い、地域に継承されてき
た歴史や伝統・文化を次代に継
承しつつ復興実現。

十津川村を愛し、心を
寄せ、助け合う
▶被害を受けた村民一人ひとり
の生活基盤の再建が基本、復興
の主役は村民▶村民・事業者・
民間団体・区・大字・村などあら
ゆる主体が力を合わせて復興
推進。

災害に強いインフラの整備
▶「いのちの道（国道168号）」の早期整備▶「くら
しの道（県道・村道・林道）」の早期整備▶土砂ダ
ム恒久対策の実施▶河川の堆積土砂対策▶巨大
山腹崩壊地の復旧▶集落・道路周辺の地滑り、崩
壊地の復旧

安全な集落の創造
▶安全で住みやすく、支え合う集落づくりの推進
▶集落移転事業の検討▶環境に配慮し、木にこだ
わった復興住宅の建設

産業・雇用の創出
▶災害に強く環境に配慮した森林づくりの推進▶
６次産業化に向けた林業の振興▶特色を生かし
た観光産業・地域産業の振興

教育、医療、福祉の充実
▶災害に強い学校づくり・ひとづくり▶保健・医
療・福祉体制の整備と充実▶高齢者等の生活再
建を支援

災害の教訓を後世へ伝承
▶地域防災計画の見直し▶災害メモリアル事業の
展開

もり

多様な主体と
の連携・協力
▶国、県、区、大
字そして各種団
体等と情報を共
有し、復興に向け
協 働 推 進。▶村
民に対する密な
情 報 発 信。▶県
内をはじめ、全国
の専門家等の貴
重な意見や提
言・アイデアを具
体的な取組に活
用。

計画具現化
の方策
▶復興計画にお
いて具体的取り
組みや主要事業
の年次計画を提
示。▶復旧・復興
関連事業への重
点的予算配分。
▶事業の実施や
進捗状況につい
て明らかにし、計
画を着実に推進。

　明治22年の大水害から復興した十津川村。昨年９月の台
風12号による紀伊半島大水害から今後100年を見据えた復
興計画を策定するため、１月13日に復興計画の骨子が決定

しました。今後、村民のみなさんなどからいただいた意見を
取り入れ、今年３月末の復興計画策定を目指します。村の将
来をかけた復興計画策定にご協力よろしくお願いします。

十津川村復興計画の骨子

栗平土砂ダム 長殿谷土砂ダム栗平土砂ダム 長殿谷土砂ダム
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レ
ー
ス
は
、初
出
場
の
奈
良
産
業
大
学

が
ス
タ
ー
ト
か
ら
圧
倒
的
な
強
さ
で
優

勝
。
村
内
の
部
で
は
、二
村
区
が
見
事
11

年
振
り
の
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
十
津
川
路
を
駆
け

抜
け
る
選
手
の
力
強
い
姿
が
復
興
へ
の
弾

み
と
な
り
ま
し
た
。

　
│
順
　
位
│

■
村
の
部

▽
１
位
・
二
村
区
Ａ
２
時
間
26
分
49
秒
▽

２
位
・
四
村
区
Ａ
２
時
間
30
分
34
秒
▽
３

位
・
西
川
Ａ
２
時
間
32
分
04
秒
▽
４
位
・

三
村
Ａ
２
時
間
32
分
58
秒
▽
５
位
・
五
條

消
防
署
十
津
川
分
署
２
時
間
35
分
26
秒

▽
６
位
・
東
区
Ａ
２
時
間
38
分
18
秒
▽
７

位
・
十
津
川
高
校
Ａ
２
時
間
40
分
36
秒
▽

８
位
・
十
津
川
高
校
寮
生
軍
団
２
時
間
41

分
18
秒
▽
９
位
・
中
野
村
区
Ａ
２
時
間
47

分
43
秒
▽
10
位
・
三
村
区
Ｂ
２
時
間
57
分

38
秒
▽
11
位
・
十
津
川
高
校
Ｂ
２
時
間
58

分
43
秒
▽
12
位
・
四
村
区
Ｂ
２
時
間
58
分

54
秒
▽
13
位
・
西
川
Ｂ
３
時
間
04
分
51
秒

▽
14
位
・
四
村
区
Ｃ
３
時
間
06
分
23
秒
▽

15
位
・
二
村
Ｂ
３
時
間
07
分
22
秒
▽
16

位
・
郵
便
局
３
時
間
08
分
07
秒
▽
17
位
・

西
川
レ
デ
ィ
ー
ス
３
時
間
09
分
21
秒
▽
18

位
・
関
西
電
力
奥
吉
野
３
時
間
10
分
45
秒

▽
19
位
・
東
区
Ｂ
３
時
間
11
分
02
秒
▽
20

位
・
十
津
川
村
教
職
員
組
合
３
時
間
11
分

34
秒
▽
21
位
・
三
村
ウ
ー
マ
ン
ズ
３
時
間

17
分
43
秒
▽
22
位
・
中
野
村
区
Ｂ
３
時
間

22
分
20
秒

　

日
本
一
広
い
村
を
縦
断
し
約
40
㎞
を

タ
ス
キ
で
つ
な
ぐ
新
春
の
一
大
行
事「
十

津
川
村
駅
伝
大
会
」が
１
月
８
日
、第
58

回
目
の
開
催
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年
９

月
の
台
風
12
号
災
害
の
影
響
で
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、主
催
者
側
や
運
営

に
携
わ
る
関
係
団
体
の
方
々
が
協
力
し
、

大
会
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

大
会
前
日
、十
津
川
村
住
民
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、十
津
川
高
校

Ａ
チ
ー
ム
の
氏
本
真
也
さ
ん
が「
被
災
後

初
め
て
の
行
事
と
な
る
駅
伝
大
会
に
参

加
で
き
る
こ
と
を
深
く
感
謝
し
、村
に
元

気
や
笑
顔
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
全
力
で

走
り
ま
す
」と
力
強
く
選
手
宣
誓
を
行
い

ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、雲
ひ
と
つ
な
い
青
空
の

下
、村
内
の
部
22
チ
ー
ム
、オ
ー
プ
ン
の

部
21
チ
ー
ム
が
、10
時
の
号
砲
と
と
も
に

一
斉
に
上
野
地
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

台
風
12
号
の
災
害
で
ご
支
援
い
た
だ

い
た
自
衛
隊
か
ら
７
チ
ー
ム
参
加
す
る

な
ど
例
年
よ
り
も
多
く
の
チ
ー
ム
が
出

場
。
３
㎞
未
満
の
区
間
で
は
、中
学
生
の

活
躍
が
目
立
ち
、沿
道
か
ら
の
声
援
も
ひ

と
き
わ
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　

今
大
会
か
ら
６
区
の
役
場
〜
折
立
間

は
、地
域
高
規
格
道
路
の
十
津
川
道
路
を

通
り
、こ
れ
ま
で
よ
り
約
１
㎞
短
い
５
．１

㎞
で
ト
ン
ネ
ル
が
続
く
区
間
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、折
立
中
継
所
で
は
、村
内

の
部
１
位
チ
ー
ム
通
過
30
分
後
に
、12
チ

ー
ム
が
繰
り
上
げ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

第58回十津川村駅伝大会
村に元気や笑顔を！タスキをつないだ全力プレー

全長37.9km
１区（上野地→川津6.5km）２区（川津→花園7.0km）３区（花園→野尻2.8km）４区（野尻→
小井2.9km）５区（小井→役場前2.8km）６区（役場前→折立5.1km）７区（折立→平谷
4.4km）８区（平谷→重里6.4km）
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Ａ
ク
ラ
ブ
３
時
間
15
分
08
秒
▽
20
位
・

（
株
）奥
村
組
３
時
間
20
分
08
秒
▽
21

位
・
激
Ｒ
Ｕ
Ｎ
８
人
！
Ｆ
r
o
m
和
歌
山

３
時
間
20
分
11
秒

■
区
間
賞（
㊤
男
子
の
部
・
㊦
女
子
の
部
）

▽【
１
区
】平
瀬
正
典（
十
津
川
高
校
Ａ
）

23
分
44
秒
・
乾
美
里（
教
職
員
組
合
）29

分
11
秒
▽【
２
区
】上
平
修
司（
二
村
Ａ
）

21
分
55
秒
・
垣
野
麻
衣（
西
川
レ
デ
ィ
ー

ス
）33
分
34
秒
▽【
３
区
】下
村
悠
大（
二

村
Ａ
）10
分
18
秒
・
中
西
由
華（
三
村
ウ

ー
マ
ン
ズ
）13
分
30
秒
▽【
４
区
】石
井
大

喜（
十
津
川
高
校
寮
生
軍
団
）10
分
59

秒
・
浦
上
千
佳（
三
村
ウ
ー
マ
ン
ズ
）13

分
24
秒
▽【
５
区
】中
垣
浩
弥（
東
区
）10

分
06
秒
・
森
兼
麻
衣（
教
職
員
組
合
）12

分
11
秒
▽【
６
区
】東
悠
哉（
三
村
Ａ
）20

分
03
秒
・
深
瀬
な
る
み（
西
川
レ
デ
ィ
ー

ス
）25
分
33
秒
▽【
７
区
】松
實
清
則（
四

村
区
Ａ
）16
分
49
秒
・
大
谷
純
子（
西
川

レ
デ
ィ
ー
ス
）21
分
31
秒
▽【
８
区
】小
西

明
伸（
四
村
区
Ａ
）25
分
02
秒
・
中
松
美

咲（
十
津
川
高
校
Ｂ
）32
分
44
秒

■
永
年
表
彰

▽【
30
回
】大
谷
平
枝（
西
川
区
）・
阪
本

喜
晴（
西
川
区
）▽【
25
回
】馬
場
健
一

（
中
野
村
区
）・
鎌
倉
孝
誠（
二
村
区
）▽

【
15
回
】北
勇
作（
三
村
区
）・
西
川
幸
一

（
東
区
）・
大
谷
和
大（
西
川
区
）・
上
平

修
司（
二
村
区
）・
玉
置
一
也（
東
区
）・
渡

邊
弘
幸（
中
野
村
区
）▽【
10
回
】玉
置
孝

寿（
郵
便
局
）・
森
崎
太
郎（
二
村
区
）・

佐
古
和
良（
郵
便
局
）・
山
崎
慎
介（
い
ん

げ
ん
豆
）

■
オ
ー
プ
ン
の
部

▽
１
位
・
奈
良
産
業
大
学
Ａ
１
時
間
58

分
01
秒
▽
２
位
・
宇
治
農
２
時
間
13
分

05
秒
▽
３
位
・
大
久
保
第
７
施
設
群
２

時
間
13
分
10
秒
▽
４
位
・
３
後
支
連
混

成
２
時
間
17
分
45
秒
▽
５
位
・
ア
タ
カ

大
機
Ａ
２
時
間
28
分
49
秒
▽
６
位
・
あ

ひ
る
艦
隊
２
時
間
31
分
55
秒
▽
７
位
・

奈
良
産
業
大
学
Ｂ
２
時
間
32
分
10
秒
▽

８
位
・
信
太
山
自
衛
隊
３
Ｄ
Ｓ
２
時
間

33
分
06
秒
▽
９
位
・
３
施
設
大
隊
１
中

隊
Ｇ
Ｒ
分
隊
２
時
間
36
分
48
秒
▽
10

位
・
い
ん
げ
ん
豆
２
時
間
44
分
42
秒
▽

11
位
・
絆
２
時
間
47
分
05
秒
▽
12
位
・
ア

タ
カ
大
機
Ｂ
２
時
間
47
分
06
秒
▽
13

位
・
中
野
村
Ｃ
２
時
間
48
分
08
秒
▽
14

位
・
く
ら
わ
ん
か
２
時
間
52
分
33
秒
▽

15
位
・
関
西
電
力
奈
良
電
力
所
２
時
間

55
分
33
秒
▽
16
位
・
東
区
Ｃ
３
時
間
02

分
53
秒
▽
17
位
・
奈
良
石
原
軍
団
３
時

間
05
分
32
秒
▽
18
位
・
和
紅
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
３
時
間
08
分
01
秒
▽
19
位
・
Ｏ
Ｓ
Ｐ

①、③、⑧小井中継所②二村区Ａが村
内の部1位でゴール④、⑤奈良産業大
学⑥区間賞の表彰⑦開会式で十津川
高校Ａが優勝旗返還⑨寒さに耐えて伴
走者⑩アンカーお疲れさま⑪おめでと
う永年表彰⑫タスキリレー⑬繰り上げ
スタート⑭ありがとう自衛隊のみなさん
⑮緊張のスタート⑯折立の仮設橋を通
過中⑰寒さに負けず応援中⑱速報タイ
ム⑲二村区Ａ⑳炊き出しを囲んで㉑婦
人会のみなさん

①

⑥

⑪ ⑫

⑭

⑮

⑯

⑲⑱

⑬

⑳

⑦ ⑧ ⑨ ⑩

② ③ ④ ⑤①

⑥

⑪ ⑫

⑭

⑮ ⑰⑰

⑯

⑲⑱

⑬

⑳

⑦ ⑧ ⑨ ⑩

② ③ ④ ⑤
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【
10
月
29
・
30
日
】ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
名

古
屋
第
１
展
示
館
で
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
。
災
害
を
乗
り
越
え
、観
光

客
を
受
け
入
れ
る
準
備
が
出
来
て
い

る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、風
評
被
害

な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
。

【
10
月
30
日
】「
復
興
は
温
泉
地
と
共

に
」を
合
言
葉
に
東
京
タ
ワ
ー
１
階

で「
温
泉
文
化
体
験
フ
ェ
ア
in
東
京

タ
ワ
ー
２
０
１
１
」を
開
催
。
全
国

９
か
所
の
源
泉
か
け
流
し
温
泉
地
域

が
集
ま
り
、十
津
川
温
泉
郷
が
元
気

で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
。

【
11
月
10
日
】奈
良
公
園
で「
十
津
川

村
フ
ェ
ア
」を
開
催
。
十
津
川
温
泉

郷
の
営
業
再
開
を
前
に
、温
泉
郷
の

復
活
を
ア
ピ
ー
ル
。

【
11
月
26
・
27
日
】「
熊
野
へ
〜
よ
う
こ

そ
田
辺
・
十
津
川
へ
〜
復
興
観
光
キ

【
９
月
７
日
】湯
泉
地
温
泉
公
衆
浴

場「
滝
の
湯
」沸
か
し
湯
で
無
料
開
放

【
９
月
10
日
】湯
泉
地
温
泉
が
仮
復

旧
。
引
湯
再
開
。

【
９
月
23
日
】十
津
川
温
泉
昴
の
郷

温
泉
保
養
館「
星
の
湯
」沸
か
し
湯
で

無
料
開
放
。

【
10
月
30
日
】十
津
川
温
泉
源
泉
仮

復
旧
。
引
湯
再
開
。
わ
ら
び
お
公

衆
浴
場
再
開
。
昴
の
郷
温
泉
保
養

館「
星
の
湯
」無
料
開
放
。

【
11
月
11
日
】十
津
川
温
泉
郷
の
宿

泊
施
設
受
け
入
れ
再
開
。

【
12
月
21
日
】十
津
川
温
泉
公
衆
浴

場「
庵
の
湯
」再
開
。

もう一度、十津川に！もう一度、十津川に！
～観光振興の取り組み～

　台風12号災害で、十津川温泉・湯泉地温泉・上湯温泉の源泉や公衆浴場、
観光施設などが被害を受け、さらに道路の寸断で、村の観光産業が大きなダ
メージを受けました。
　復旧が進み温泉も復活、村を元気にするためにみなさんに来ていただきた
い !! との思いであらゆる取り組みを行っています。

復旧
復興

観
光
客
誘
致
対
策

温
泉
復
活

災
害
か
ら
今
日
ま
で

［発信］観光振興課

公衆浴場「庵の湯」

東京都有楽町で「町イチ村イチ」
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ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
大
阪
府
泉
南
市
り
ん

く
う
南
浜
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
り
ん
く

う
泉
南
で
行
い
、京
阪
神
へ
村
の
復

活
を
ア
ピ
ー
ル
。

【
12
月
３
・
４
日
】町
村
会
イ
ベ
ン
ト

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
町
イ
チ
村
イ

チ
」東
京
都
有
楽
町
で
行
わ
れ
た
東

京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
首
都
圏
へ
村

の
復
活
を
ア
ピ
ー
ル
。

【
12
月
10
〜
11
日
】奈
良
市
で
行
わ
れ

た「
奈
良
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
１
」に
参

加
。
足
湯
・
物
産
販
売
を
行
い
、十

津
川
温
泉
郷
復
活
の
ア
ピ
ー
ル
と
村

の
特
産
品
を
紹
介
。

【
12
月
17
日
】奈
良
市
県
庁
前
で
行

わ
れ
た「
若
宮
お
ん
祭
」に
参
加
、足

湯
や
物
産
を
販
売
。

【
12
月
17
・
18
日
】東
京「
奈
良
ま
ほ

ろ
ば
館
」で
村
の
復
活
を
ア
ピ
ー
ル
。

　

台
風
12
号
に
よ
っ
て
被
災
し
た
村

の
古
道
を
修
復
す
る「
道
普
請
ツ

ア
ー
」が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
が
古
道
の
道
普
請
を

行
い
ま
し
た
。

【
12
月
17
・
18
日
】延
べ
55
人
参
加

【
１
月
21
・
22
日
】延
べ
66
人
参
加

　

参
加
さ
れ
た
方
に
大
変
好
評
で
、

現
在
、ツ
ア
ー
参
加
者
数
の
目
標

だ
っ
た
２
０
０
人
を
大
き
く
上
回
る

３
０
０
人
近
く
の
応
募
が
あ
り
、今

後
予
定
さ
れ
て
い
る
２
月
18
・
19
日
、

２
月
24
日
、３
月
１
日
、３
月
17
・
18

日
の
ツ
ア
ー
も
す
で
に
定
員
に
な
っ

て
い
る
日
が
あ
り
ま
す
。

　

整
備
さ
れ
た
古
道
は
、今
後
、大

切
な
観
光
資
源
と
し
て
活
か
し
て
い

き
ま
す
。

　

台
風
災
害
の
影
響
で
観
光
客
の

入
込
み
は
大
き
く
落
ち
込
み
、観
光

産
業
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま

し
た
。
特
に
、道
路
の
寸
断
や
大
型

車
の
通
行
制
限
で
団
体
旅
行
客
の

入
込
み
が
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

こ
の
状
態
を
解
消
す
る
た
め
に
、

村
内
の
旅
館
や
民
宿
を
利
用
す
る

団
体
旅
行
を
企
画
・
開
催
し
た
旅

行
業
者
に
補
助
金
を
交
付
し
、村
へ

の
団
体
旅
行
の
誘
致
を
図
り
ま
し

た
。

　

現
在
、目
標
と
し
て
い
た
１
０
０

０
人
に
達
す
る
申
請
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
誘
致
を
図
り
、観
光
産
業

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

十
津
川
古
道「
道
普
請
」

ツ
ア
ー
の
開
催

団体旅行誘致
促進事業補助金

新
し
い
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
が
走
っ
て
い
ま
す
。

奈良交通エアポートリムジンバス 「奈良～関西国際空港」、「奈良～大阪（伊
丹）空港」、「梅田・なんば～奈良」、深夜急行バス「はんな号」のバス路線で、
村のPRするラッピングバスが走っています。
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村
の
財
政
状
況
を

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

臨時財政対策債
過疎対策事業債
簡易水道事業債
臨時地方道整備事業債
一般廃棄物処理事業債
学校教育施設等整備事業債
財源対策債
公営住宅建設事業債
災害復旧事業債
一般公共事業債
辺地対策事業債
介護サービス事業債
臨時税収補てん債
一般単独事業債
減税補てん債
　　  合　　計

借入残高
20億８,３３８万０千円
1９億６,３２４万８千円
1０億２,1２1万７千円
３億０,６４０万８千円
３億０,１３３万２千円
1億２,５２８万9千円
1億1,２1８万３千円
４,６６９万２千円
４,０３０万５千円
３,５９５万６千円
２,５３８万４千円
２,０５1万９千円
1,225万９千円
1,０４６万６千円
９８２万２千円

61億1,446万０千円

地方交付税
繰入金
村債
国庫支出金
村税
県支出金
繰越金
使用料及び手数料
諸収入
地方譲与税
財産収入
その他(寄附金など)
　　歳入合計

予算現額 収入済額 収入率
２４億９,３３１万７千円
1２億０,９４０万５千円
1０億０,２００万０千円
７億３,０５１万９千円
６億６,１２５万２千円
５億７,７１９万３千円
1億７,１７８万０千円
1億２,５０２万７千円
9,220万１千円
７,３００万０千円
５,５５９万６千円

1億９,２２９万5千円
７３億８,３５８万5千円

２５億４,６０４万３千円
７億９,７５４万４千円
1億９,７００万０千円
1億１,９３８万９千円
５億３,７８４万７千円
2,369万４千円

０円
6,550万２千円
２,３７５万２千円
５,２９６万８千円
２,９０１万3千円
５,５３８万７千円

４４億４,８１３万９千円

１０２.1%
６５.９%
19.7%
16.３%
８１.３%
4.1%
0.0%
５２.４%
２５.８%
7２.６%
５２.２%
２８.８％
６０.２％

一般会計(歳入)

一般会計（歳入）

村債

地
方
交
付
税

繰
入
金

村
債

国
庫
支
出
金

村
税

県
支
出
金

繰
越
金

使
用
料
及
び

手
数
料

諸
収
入

地
方
譲
与
税

財
産
収
入

そ
の
他

30

25

（億円）

20

15

10

5

0

予算現額
収入済額

　村では、みなさんに財政状況
を理解していただき、村政に関
心を深めていただくため、毎年
２回(２月･８月)「村財政の状
況」を公表し、村の収入や支出
の状況をお知らせしています。
　今回は、平成23年12月末
現在の財政状況をお知らせし
ます。
【財政課・内線１３１・１３４】

未収入額
39.8%

収入済額
60.2%

73億
8,358万
5千円

歳 入

財産の状況
34,157,533㎡

65,599㎡
5,931万０千円

60億1,301万7千円

●土地
●建物
●有価証券
●基金積立金

平成22年度繰越分

　　歳入合計
予算現額 収入済額 収入率

6億8,371万2千円 3,137万1千円 4.6%
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未支出額
57.4%

支出済額
42.6%

73億
8,358万
5千円

歳 出
教育費
総務費
民生費
土木費
災害復旧費
農林水産業費
衛生費
公債費
商工費
消防費
議会費
予備費
　　歳出合計

予算現額 支出済額 執行率
１３億９,３７２万６千円
１１億０,８１３万０千円
９億７,４１３万９千円
７億３,１０４万６千円
６億１,４８９万１千円
５億８,６００万５千円
５億５,２４９万８千円
５億３,６１５万４千円
４億２,６８７万１千円
３億５,５１３万５千円
９,４９９万０千円
1,０００万０千円

７３億8,358万５千円

６億９,２６４万３千円
４億７,８５３万５千円
５億１,３９７万４千円
１億９,７９０万４千円
１億５,０５３万５千円
１億９,６９７万９千円
１億６,５２４万３千円
２億７,１４８万０千円
１億７,３８０万７千円
２億３,２２３万８千円
７,２０９万８千円

０円
３１億４,５４３万６千円

４９.7%
４３.２%
5２.８%
２７.1%
２４.５%
33.６%
２９.９%
5０.６%
４０.７%
６５.４%
７５.９%
0.0%
4２.６％

一般会計(歳出)

総務費
農林水産業費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
 歳出合計

予算現額 支出済額 執行率
１,８３０万０千円

２億３,７５８万３千円
１億２,３９１万９千円
９,９３５万０千円

１億９,０９４万０千円
１,３６２万０千円

６億８,３７１万２千円

１,５３８万８千円
１億０,７３６万７千円
８,２５２万７千円
９,９３４万５千円

１億６,５３４万０千円
０円

４億６,９９６万７千円

８４.１%
４５.２%
６６.6%
１００.０%
８６.６%
０.0%
６８.７%

平成22年度繰越分

特別会計

民
生
費

土
木
費

公
債
費

農
林
水
産
業
費

総
務
費

災
害
復
旧
費

教
育
費

商
工
費

衛
生
費

消
防
費

議
会
費

予
備
費

16
（億円）

14
12

6

2
4

8
10

0

予算現額
支出済額

国民健康保険事業
国民健康保険診療所事業
簡易水道事業
貯木場等維持管理事業
十津川温泉事業
湯泉地温泉事業
介護保険事業
介護サービス事業
後期高齢者医療
財産区大字山手谷
財産区大字迫西川
　　　　合　　計

予算現額 収入済額 支出済額収入率 執行率
６億２,５７２万７千円
２億２,０５６万８千円
２億９,１６９万７千円
４億０,４２０万９千円
２億１,２３０万２千円
1,７３８万３千円

５億７,４７０万２千円
1,２４１万０千円
６,１８２万５千円
２９６万３千円
７７１万４千円

２４億３,１５０万０千円

３億２,８４４万８千円
１億０,７７５万２千円
１,８４０万５千円

２億０,９１７万０千円
３００万５千円
２３８万０千円

３億１,６４４万２千円
５４０万４千円
1,９１３万4千円

０円
０円

１０億１,０１４万０千円

5２.５%
4８.９%
6.3%
５１.７%
1.４%
１3.７%
5５.１%
4３.５%
3０.9%
0.0%
0.0%
41.5％

6４.０%
6３.７%
３７.０%
３５.８%
１８.１%
３６.６%
6０.５%
６０.７%
４０.８%
0.0%
0.0%
5０.１％

４億０,０２９万７千円
１億４,０６１万１千円
１億０,８０２万３千円
１億４,４６０万５千円
３,８４２万５千円
６３６万２千円

３億４,７4６万６千円
７５３万８千円
２,５２２万６千円

０円
０円

１２億１,８５５万３千円

平成22年度繰越分

貯木場維持管理事業
予算現額 収入済額 支出済額収入率 執行率

1億9,405万4千円 0円 0.0% 25.2%4,884万5千円

一般会計（歳出）



1
6

天
野  　

浩
二（
第
５
分
団
）

古
澤  　

正
敏（
第
８
分
団
）

則
本  　

卓
也（
第
８
分
団
）

田
中  　

嘉
朗（
第
９
分
団
）

玉
置  　

浩
道（
第
９
分
団
）

則
本  　
　

斉（
第
９
分
団
）

深
瀬  　

和
成（
第
10
分
団
）

村
消
防
出
初
式

▼
村
長
表
彰

　
（
10
年
以
上
勤
続
な
ど
）

中
上  　

幸
司（
第
１
分
団
）

竹
原  　
　

誠（
第
１
分
団
）

小
西  　

規
夫（
第
５
分
団
）

玉
置  　

信
之（
第
６
分
団
）

岡
本  　

勝
美（
第
６
分
団
）

津
賀  　

正
行（
第
８
分
団
）

小
野　
　

  

昇（
第
８
分
団
）

下
狩
谷  

正
治（
第
８
分
団
）

西　

  　

征
知（
第
８
分
団
）

中
西  　

浩
文（
第
８
分
団
）

亀
本  　

達
士（
第
８
分
団
）

乾  　
　

晴
彦（
第
10
分
団
）

▼
団
長
表
彰

　
（
５
年
以
上
勤
続
な
ど
）

加
藤  　

文
美（
第
１
分
団
）

山
香  　

慶
造（
本
部
分
団
）

小
田  　

雄
軌（
第
５
分
団
）

▼
村
長
感
謝
状

　
（
永
年
勤
続
30
年
以
上
退
職
者
）

松
葉　

  

正
久

東　

  　

孝
信

下
西　

  

忠
志

願
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
の
み
な
さ
ま
、

昨
年
の
紀
伊
半
島
大
水
害
の

消
防
団
活
動
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
災
害
の
な
い

１
年
を
祈
念
し
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
平
成
23
年
中

新
入
団
員　
　
　
　
　

14
人

出
動
状
況

延
べ
出
動
日
数　

 

31
日

出
動
人
員 

１
９
４
６
人

表
彰（
敬
称
略
・
順
不
同
）

南
吉
野
支
部
連
合
消
防
出
初
式

▼
知
事
表
彰

　
（
25
年
以
上
勤
続
な
ど
）

泉
谷  　

利
春（
第
１
分
団
）

平
岡  　

利
通（
第
１
分
団
）

松
實  　

辰
美（
第
７
分
団
）

上
垣  　

建
二（
第
８
分
団
）

▼
県
協
会
長
表
彰

　
（
20
年
以
上
勤
続
な
ど
）

西
村  　

正
德（
第
３
分
団
）

松
葉  　

和
洋（
本
部
分
団
）

佐
古  

金
二
郎（
第
５
分
団
）

河
野  　
　

𣳾（
第
６
分
団
）

東  　
　

武
史（
第
８
分
団
）

▼
県
協
会
支
部
長
表
彰

　
（
15
年
以
上
勤
続
な
ど
）

岡
本  　

隆
則（
第
５
分
団
）

村
の
安
全
願
っ
て

　

十
津
川
村
消
防
出
初
式
が

１
月
６
日
、湯
之
原
の
十
津
川

村
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、総
勢
２
４
０
人
の
消
防

団
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、功
労
の
あ
っ
た

消
防
団
員
に
表
彰
状
・
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

河
原
で
は
新
春
の
青
空
に

向
っ
て
一
斉
に
放
水
演
習
が
行

わ
れ
、今
年
１
年
の
安
全
を
祈観　　閲 代表謝辞　玉置　信之さん（第６分団）
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カメラスケッチ

　災害直後の孤立状態の村に、ヘリコプターで現地に入り、災
害対策の第一線で活動された国土交通省近畿地方整備局。
災害対策で国・県・村の情報をつなぐ橋渡しの役割を果たして
きたリエゾン班が12月28日、114日間の常駐を終了しました。
　住民ホールで行われた見送り式で更谷村長は「庁舎の廊
下の片隅に机を構え、土砂ダム対策やマスコミ対応、被害状
況の現地調査など本当にたくさんのご支援をいただきまし
た」と感謝を述べました。
　９月６日から述べ2,000人の職員がリエゾンとして全国の
整備局から派遣されていました。
　今後は、災害対策本部会議や緊急時に入村できる体制で、
絆を深めた頼もしい仲間が引き続き村を支えてくれます。

12
28

12
15

　12月15日、五條警察署十津川
警察庁舎で、８月11日に大字平
谷で発生した火災現場で発災初
期の消火活動に尽力された方々
の表彰が行われました。
　十津川警察庁舎の横井所長か
ら感謝状を手渡された地案さん、
柳瀬さん、小西さん。
　自らの危険を顧みず消火や女
性の救出活動を行われたことに
深く感謝いたします。

『災害直後からたくさんのご支援をありがとうございました！』
国土交通省近畿地方整備局リエゾン班見送り式

　紀伊半島大水害で甚大な被害を受けた村を元気づけようと
NPO法人「音楽の森」が１月19日、十津川村住民ホールで復興支
援コンサートを開きました。高石ともやさんも参加し、この日会場
に集まった村民のみなさんに歌でエールを送りました。
　また、会場では音楽の森コンサートなどで集めた義援金が更谷
村長に手渡され、翌日も高森の郷でコンサートを行われました。
　同じく村に元気と笑顔を届けようと奈良テレビ放送が１月24
日、同会場で旭堂南青さんの創作講談「太平記～十津川騒動」を
開きました。南青さんの巧みな話術に会場から笑みがこぼれてい
ました。
　更谷村長は「歌や講談で元気をいただきました。また明日から
復興に向けて頑張れます」と感謝を述べました。

『歌で元気を！講談で笑顔を！』
復興応援コンサート・講談で村を支援

『五條警察署長から感謝状』－ 火災現場での消火活動に貢献 －

1
19・24

地案　義忠さん（大字平谷） 柳瀬　章さん（大字山手谷） 小西　規夫さん（大字武蔵）
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2
2
3
3
3

月
月
月
月
月

日
日
日
日
日

19
26
4
11
18

月　日 診療場所
小原診療所
小原診療所
小原診療所
中 川 医 院
小原診療所

3
3
3

月
月
月

日
日
日

1
1
15

月　日 診療場所
小原診療所
上野地診療所
小原診療所

★休日診療当直医★

★整形外科診療★

午前
午後
午前

村
優
良
特
産
推
奨
品
を
募
集

　

村
優
良
特
産
推
奨
品
審
査
会
で
は
、村

内
で
生
産
・
加
工
さ
れ
た
特
産
品
の
中
で
、

十
津
川
ら
し
い
郷
土
食
豊
か
な
特
産
品
を

選
定
し
、村
の「
優
良
特
産
品
」と
し
て
村

外
に
広
く
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

推
奨
期
間
は
３
年
で
期
間
が
満
了
し
た

と
き
は
再
び
審
査
が
必
要
で
す
。
新
製
品

な
ど
幅
広
く
募
集
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

時
２
月
21
日（
火
）

所
役
場　

第
３
会
議
室

問
観
光
振
興
課

　

☎
０
７
４
６（
62
）０
０
０
４

近
畿
地
区
国
立
大
学
法
人
な
ど
技

術
職
員
募
集

　

京
大
・
阪
大
・
神
大
ほ
か
近
畿
地
区
の
国

立
大
学
・
高
等
専
門
学
校
で
、あ
な
た
の
技

術
力
を
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
募
集
区
分【
電
気
・
機
械
・
建
築
な
ど
】

■
受
験
資
格【
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
】

■
受
付
期
間【
４
月
１
日
〜
４
月
10
日
】

■
第
１
次
試
験
日【
５
月
20
日（
日
）】

問
近
畿
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
統
一

　

採
用
試
験
事
務
室

　

☎
０
７
５（
７
５
３
）２
２
２
８

放
送
大
学
の
平
成
24
年
度
第
１
期

生
募
集
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

　

放
送
大
学
へ
の
出
願
・
新
規
入
学
・
学
び

方
に
関
す
る
ご
相
談
な
ど
は
こ
ち
ら
。

問
放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
２（
20
）７
８
７
０

※

資
料
の
ご
請
求
は
次
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ

　

☎
０
１
２
０（
８
６
４
）６
０
０

確
定
申
告
納
税
相
談

　

吉
野
税
務
署
で
は
、平
成
23
年
分
の
所

得
税
・
消
費
税
及
び
贈
与
税
の
確
定
申
告

の
出
張
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
と
は
、１
年
間（
１
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
）の
所
得
と
、そ
れ
に
対
す
る

所
得
税
の
金
額
を
税
務
署
に
申
告
す
る
手

続
き
の
こ
と
で
す
。
同
時
に
源
泉
徴
収
な

ど
で
納
め
過
ぎ
て
い
る
税
金
を
還
付
し
て

も
ら
う
手
続
き
で
も
あ
り
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時
２
月
22
日（
水
）13
時
〜
16
時

　

２
月
23
日（
木
）９
時
〜
16
時

　

２
月
24
日（
金
）９
時
〜
12
時

所
十
津
川
村
住
民
ホ
ー
ル

問
吉
野
税
務
署

　

☎
０
７
４
６（
32
）３
３
８
５

村
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

村
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車

税
・
国
民
健
康
保
険
税
で
、ま
だ
納
め
て
い

な
い
税
金
が
あ
り
ま
し
た
ら
、納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
税
金

は
、福
祉
・
環
境
・
教
育
な
ど
地
域
住
民
の

身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
る
大
切

な
財
源
で
す
。
納
期
限
ま
で
に
正
し
く
納

め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、納
付
書
を
な
く
さ
れ
た
方
の
納

付
書
の
再
発
行
や
、税
金
を
納
期
限
内
に

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
の
納
税

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
財
政
課 

税
務
係

　

☎
０
７
４
６（
62
）０
９
０
３

紀
伊
半
島
大
水
害
に
係
る
県
税
の

減
免
な
ど

■
申
告
な
ど
の
期
限
延
長
、納
税
の
猶
予

　

災
害
に
よ
り
期
限
ま
で
に
県
税
の
申
告
・

納
付
な
ど
が
で
き
な
い
方
は
、申
請
に
よ
り

そ
の
期
限
が
延
長
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
県
税
の
減
免

　

災
害
で
住
宅
、家
財
、自
動
車
、事
業
用

募
　
集

相
　
談

お
知
ら
せ

診療時間は9：30～16：30です。

五條消防十津川分署 64-1190
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資
産
な
ど
に
被
害
を
受
け
た
と
き
、申
請

に
よ
り
県
税
の
一
部
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
対
象
税
目　

個
人
・
法
人
県
民
税
、個
人

事
業
税
、不
動
産
取
得
税
、自
動
車
取
得

税
、自
動
車
税

問〈
全
般
〉吉
野
県
税
事
務
所

　

☎
０
７
４
６（
32
）２
６
８
７

　
〈
自
動
車
〉自
動
車
税
事
務
所

　

☎
０
７
４
３（
51
）０
０
８
１

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が
４
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

　

昨
年
４
月
の
森
林
法
改
正
で
、今
年
の
４

月
以
降
、森
林
の
土
地
所
有
者
と
な
っ
た
方

は
市
町
村
へ
の
事
後
届
出
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

■
届
出
対
象
者　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、

売
買
や
相
続
な
ど
で
森
林
の
土
地
を
新
た
に

取
得
し
た
方
は
、面
積
に
関
わ
ら
ず
届
出
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、国
土

利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買
契
約
の

届
出
を
提
出
し
て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

■
届
出
期
間　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た

日
か
ら
90
日
以
内
に
、農
林
課
に
届
出
が

必
要
で
す
。

■
届
出
事
項　

届
出
書
に
は
、届
出
者
と
前

所
有
者
の
住
所
氏
名
、所
有
者
と
な
っ
た
年

月
日
、所
有
権
移
転
の
原
因
、土
地
の
所
在

場
所
・
面
積
、土
地
の
用
途
な
ど
を
記
載
し

ま
す
。

　

添
付
書
類
と
し
て
、登
記
事
項
証
明
書

（
写
し
も
可
）又
は
土
地
売
買
契
約
書
な
ど

権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が
分
か
る
書
類
の

写
し
、土
地
の
位
置
を
示
す
図
面
が
必
要

で
す
。（
制
度
の
詳
細
な
内
容
は
検
討
中

で
、変
更
が
あ
り
え
ま
す
。）

問
農
林
課

　

☎
０
７
４
６（
62
）０
０
０
５

　

奈
良
県
林
業
振
興
課

　

☎
０
７
４
２（
27
）７
４
７
１

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

　

農
地
の
権
利
が
あ
る
方
は
、農
地
を
適

切
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
21
年
12
月
の
農
地
法
の
改
正
で
、

農
地
の
権
利
を
有
す
る
者
の
責
務
と
し
て
、

農
業
上
の
適
正
か
つ
、効
率
的
な
利
用
を

確
保
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、耕
作
放
棄
地
は
、農
業
委
員
会
が
調

査
や
指
導
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

保
全
管
理（
草
刈
り
）に
努
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、山
林
化
な
ど
の
理
由
で
耕
作
で

き
な
い
農
地
を
お
持
ち
の
方
は
、農
業
委
員

会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局（
農
林
課
内
）

　

☎
０
７
４
６（
62
）０
０
０
５

春
の
火
災
予
防
運
動

　

３
月
１
日（
木
）〜
７
日（
水
）ま
で
春
の

火
災
予
防
運
動
と
山
火
事
予
防
・
車
両
火

災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、空
気
が
非
常
に
乾
燥

し
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
た
め
、火
気

の
取
扱
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

●
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

●
寝
具
や
衣
類
、カ
ー
テ
ン
な
ど
防
炎
品
を

使
用
す
る
。

●
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

五條消防署十津川分署だより

 

　１月17日、小原中学校で教職員と生徒の合計28
名が教室棟１階技術室から出火との想定で通報、避
難、初期消火（消火器・屋内消火栓）の訓練が行われ
ました。
　1月17日は17年前
に阪神淡路大震災が
発生した日で、全員が
真剣な表情で訓練に
参加していました。

（お問い合わせ）自衛隊奈良地方協力本部　五條地域事務所　☎０７４７（２２）３７８９
自衛官各種募集のご案内

幹部
候補生

募集種目 受付期間 試験期日 資　格

予備
自衛官補

（平成25年４月１日現在）22歳以上26歳未満、20
歳以上22歳未満で大学卒業に相当する者

●技能公募資格の一例
・医師・薬剤師・看護師・准看護師・救急救命士・理学療法士・診療放射線技師・臨床検査技師・自動車整備士
・情報処理技術者・総合無線通信士・電気主任技術者・建築士・測量士など

（平成24年７月１日現在）●一般公募：18歳以上
34歳未満の者●技能公募：18歳以上55歳未満の
者で下記の国家免許などを有する者

■１次試験　５月12日【筆記試験】
■２次試験
６月12日～15日の間で指定する日

４月13日～16日の間で
指定する日

２月１日（水）
～

４月24日（金）
１月11日（水）

～
４月４日（水）
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今
後
は
災
害
に
も
強
く
地
球
温
暖
化
対

策
に
も
貢
献
す
る
森
林
づ
く
り
を
行
う
と

共
に
、「
木
の
温
も
り
、木
の
香
り
」を
伝
え
る

住
宅
や
建
築
端
材
、支
障
木
等
を
利
活
用
し

た
木
質
チ
ッ
プ
材
の
利
用
提
案
な
ど
も
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

お
力
添
え
、ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
県

や
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

木
製
サ
ッ
シ
、ド
イ
ツ
か
ら
到
着
！

　

橿
原
十
津
川
住
宅
の
建
築
に
あ
た
り
、ド

イ
ツ
に
注
文
し
て
い
た「
木
製
サ
ッ
シ
」が
到

着
し
、住
宅
の
窓
枠
に
は
め
ら
れ
ま
し
た
。

届
い
た
サ
ッ
シ
は
、断
熱
、防
音
効
果
が
高
い

ガ
ラ
ス
を
利
用
し
て
つ
く
ら
れ
、サ
ッ
シ
枠
は

十
津
川
材
の
木
目
の
美
し
さ
が
引
き
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
の
省
エ

ネ
基
準
を
満
た
す
た

め
の
重
厚
な
つ
く
り

か
ら
は
国
産
の
も
の

に
は
少
な
い
、職
人
の

技
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
３
月
に
竣
工
予

定
で
見
学
会
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

※

日
程
は
次
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
後
は
災
害
に
も
強
く
地
球
温
暖
化
対

策
に
も
貢
献
す
る
森
林
づ
く
り
を
行
う
と

共
に
、「
木
の
温
も
り
、木
の
香
り
」を
伝
え
る

住
宅
や
建
築
端
材
、支
障
木
等
を
利
活
用
し

た
木
質
チ
ッ
プ
材
の
利
用
提
案
な
ど
も
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

お
力
添
え
、ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
県

や
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

木
製
サ
ッ
シ
、ド
イ
ツ
か
ら
到
着
！

　

橿
原
十
津
川
住
宅
の
建
築
に
あ
た
り
、ド

イ
ツ
に
注
文
し
て
い
た「
木
製
サ
ッ
シ
」が
到

着
し
、住
宅
の
窓
枠
に
は
め
ら
れ
ま
し
た
。

届
い
た
サ
ッ
シ
は
、断
熱
、防
音
効
果
が
高
い

ガ
ラ
ス
を
利
用
し
て
つ
く
ら
れ
、サ
ッ
シ
枠
は

十
津
川
材
の
木
目
の
美
し
さ
が
引
き
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
の
省
エ

ネ
基
準
を
満
た
す
た

め
の
重
厚
な
つ
く
り

か
ら
は
国
産
の
も
の

に
は
少
な
い
、職
人
の

技
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
３
月
に
竣
工
予

定
で
見
学
会
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

※

日
程
は
次
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
日
時  

３
月
９
日（
金
）

　
　
　

  

午
後
５
時
〜
午
後
７
時

■
場
所  

十
津
川
村
住
民
ホ
ー
ル

　

十
津
川
村
の
森
林
・
林
業
再
生
の
た

め
林
業
先
進
国
ド
イ
ツ
の
中
で
も
数

少
な
い
公
立
の
林
業
専
門
大
学
で
あ

る
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ク
大
学
か
ら
学
長
と

教
授
を
招
き
、村
で
講
演
会
・
意
見
交

換
会
を
行
い
ま
す
。

　

国
の
林
業
政
策
、北
海
道
や
九
州
で

講
演
・
視
察
の
結
果
も
踏
え「
村
の
実

情
に
合
っ
た
森
林
づ
く
り
」に
つ
い
て
講

演
い
た
だ
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
か
ら
の

提
案
や
意
見
交
換
も
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、林
業
関
係
者
や
興
味
の
あ
る

方
な
ど
、ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
講
師

▼
バ
ス
テ
ィ
ア
ン･

カ
イ
ザ
ー
学
長（
専 

門
・
木
材
産
業
ビ
ジ
ネ
ス
）

▼
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ハ
イ
ン
教
授（
専

門
・
造
林
、森
林
構
造
工
学
、林
業

植
物
育
種
）

■
講
演　

①
十
津
川
村
に
お
け
る
森

林
・
林
業
の
取
り
組
み
②
ド
イ
ツ
の

林
業
技
術
者
教
育
な
ら
び
に
ロ
ッ
テ

ン
ブ
ル
グ
大
学
に
お
け
る
取
り
組
み

③
意
見
交
換

先
進
事
例「
提
案
型
施
業
」を
導
入
し
、村
内

の
山
の
事
情
に
合
っ
た
施
業
提
案
を
行
う
た

め
、先
進
地
の
京
都
府
日
吉
町
か
ら
講
師
を

招
き
、森
林
組
合
や
林
業
事
業
体
が
中
心
と

な
り
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
は
、皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
実
践

を
行
う
予
定
で
す
。

十
津
川
産
材
応
急
仮
設
住
宅
建
築
！

　

村
で
は
、十
津
川
の
森
林
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
村
産
木
材
の
利
用
を
進
め
て
い
ま

す
。
昨
年
の
台
風
12
号
被
害
に
よ
る
応
急

仮
設
住
宅
の
建
築
は
、一
般
の
仮
設
住
宅
に

は
な
い
木
の
温
も
り
や
木
の
香
り
で
、被
災

さ
れ
た
方
々
が
少
し
で
も
心
と
体
を
休
め
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、村
の
山
か
ら
出
し
た
木

を
使
い
、村
内
で
製
材
・
加
工
・
建
築
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

県
の
事
業（
担
当
：
村
建
設
課
）で
国
や
県

の
補
助
を
い
た
だ
き
、村
内
の
建
築
業
、製
材

業
者
を
中
心
に
わ
ず
か
１
か
月
で
11
棟（
30

戸
）を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

村
産
材
を
利
用
し
た
地
域
建
築
業
界
の

共
同
事
業
に
よ
る
公
共
施
設
の
建
築
は
村

初
の
試
み
と
な
り
ま
す
。

十
津
川
の
森
林
を
次
世
代
に
残
し

伝
え
よ
う
！

　

村
内
の
山
は
、所
有
者
の
世
代
交
代
、高

齢
化
に
伴
い
山
の
施
業
や
管
理
が
思
う
よ
う

に
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
、急
峻
な
地

形
の
た
め
、道
路
が
付
け
ら
れ
な
い
、架
線
を

利
用
し
た
搬
出
に
も
人
材
が
減
っ
て
き
て
思

う
よ
う
に
木
が
出
せ
な
い
、木
材
価
格
が
低

く
間
伐
・
下
刈
り
な
ど
山
の
手
入
れ
に
か
か

る
資
金
が
出
な
い
な
ど
数
々
の
問
題
が
あ

り
、森
林
の
荒
廃
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

木
の
伐
り
出
し
に
お
金
が
か
か
る
山
を
所

有
者
同
士
が
協
力
し
、搬
出
の
負
担
を
少
な

く
す
る「
集
約
化
」の
方
法
や
Ｇ
Ｉ
Ｓ
機
能

を
生
か
し
た「
山
の
持
ち
主
や
境
界
の
明
確

化
」、林
業
施
業
や
木
材
搬
出
を
行
う「
後
継

者
育
成
」な
ど
課
題
の
解
決
が
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

村
内
の
所
有
者
か
ら
は「
自
分
の
山
を
管

理
し
て
ほ
し
い
。
境
界
が
ど
こ
か
知
り
た

い
」と
の
声
が
あ
り
ま
す
。
村
で
は
、国
内
の

十
津
川
の
森
林
づ
く
り

講
演
会
開
催
！

し
ゅ
ん
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た
。

　
税
金
の
こ
と
は
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た

け
ど
今
は
税
金
は
国
の
た
め
、人
の
た
め

に
あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
税
金

は
人
を
助
け
る
こ
と
も
で
き
る
ん
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
、東
日
本
大
震
災
で
苦
し
ん

で
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
今
、苦

し
ん
で
い
る
人
に
笑
顔
を
与
え
た
い
と

思
い
ま
す
。
復
興
の
た
め
に
税
金
を
与

え
て
家
が
無
い
人
や
食
べ
物
が
無
い
人
に

少
し
で
も
明
る
く
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
家
族
や
地
域
の
方
々
が
元
気
で

明
る
い
家
庭
だ
っ
た
ら
そ
れ
で
じ
ゅ
う
ぶ

ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
税
金
は
人
々
の
役
に
立
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

は
い
い
の
か
悪
い
の
か
わ
か
ら
な
く
な
り

ま
し
た
。
お
母
さ
ん
も
、

「
消
費
税
が
つ
い
て
く
る
か
ら
悩
む
と
こ

ろ
や
な
。」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。（
何
で
消
費
税
が
つ

い
て
る
ん
だ
ろ
う
）と
思
い
ま
し
た
。

　
で
も
税
金
は
や
っ
ぱ
り
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
私
の
弟
は

病
気
で
三
ヶ
月
に
一
度
、一
週
間
入
院
し
て

い
ま
す
。
入
院
す
る
お
金
も
必
要
で
す

が
、お
金
は
三
割
が
家
族
が
出
し
て
、七

割
は
国
が
負
担
し
て
く
れ
る
と
聞
い
て
こ

れ
も
国
の
税
金
の
お
か
げ
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。
国
が
負
担
し
て
く
れ
な
か
っ
た
ら

お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
は
苦
労
し
て
た
と

思
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
税
金
は
人
の
役

に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
や
は
り「
税
金
は
み
ん
な
で
社
会
を
支

え
る
た
め
の『
会
費
』だ
な
と
思
い
ま
し

　
私
は
今
ま
で
税
の
こ
と
は
全
く
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
で
も
よ
く
分
か

り
ま
せ
ん
。

　
私
は
最
初
、税
金
な
ど
は
悪
い
イ
メ
ー

ジ
で
し
た
。
よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
悪

い
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。

　
で
も
、税
金
の
こ
と
が
よ
く
分
か
ら
な

い
の
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
、

税
金
は
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は「
税
金

は
み
ん
な
で
社
会
を
支
え
る
た
め
の『
会

費
』と
い
え
る
」と
、書
い
て
い
ま
し
た
。
税

金
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
で
も
私
は（
税
金
は
本
当
に
役
に
立
っ

て
る
ん
か
な
）と
思
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な

ら
、自
動
車
税
は
年
に
一
回
税
金
を
は
ら

わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
し
、消
費
税
は
買
い

物
を
し
て
お
金
を
は
ら
う
と
き
も
絶
対
、

消
費
税
が
つ
い
て
く
る
と
聞
い
て
、税
金

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文

小
原
中
学
校 　

２
年　

玉
置　

彩
乃
さ
ん

十
津
川
村
長
賞

「
税
金
の
大
切
さ
」

「税についての作文」 税の申告はお早めに!
2月16日（木）から
3月15日（木）まで

　全国納税貯蓄組合連合会並びに国税庁が募集した「税に
ついての作文」で、村内から３人の生徒が入賞しました。

（敬称略）
○十津川村長賞
　「税金の大切さ」        小原中学校　 ２年 玉置　彩乃
○吉野納税貯蓄組合連合会会長賞
　「教科書の無償制」　上野地中学校 ３年 岡下　浩子
○公益社団法人吉野納税協会会長賞
　「税について」　       上野地中学校 ３年 西　　美衣

　※岡下さん、西さんの作品は、来月号に掲載します。

　所得税の確定申告と村・県民税の申告が
始まります。
（平成23年分の所得税の確定申告より、還付申告書の提
出期間は、１月１日から３月15日までに変更されました。）
　期間終了日が近づくと、窓口が大変混み合います。
申告はお早めにお願いします。
財政課税務係　☎0746（62）0903
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第
４
回
定
例
会

　

水
道
課
の
設
置
及
び
業
務
内
容
に
関
す
る

必
要
な
条
例
の
一
部
を
改
め
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
暴
力
団
排
除
条
例

　

暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
基
本
理
念
を
定

め
、住
民
の
安
全
安
心
な
生
活
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、社
会
経
済
活
動
の
健
全
な
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
条
例
を
定
め
ま

し
た
。

契
約

●
工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

※

工
事
名

　
　

林
道
改
築
工
事　

林
道
川
津
今
西
線

※

契
約
の
相
手
方　
　

光
和
建
設
株
式
会
社

※

変
更
前
請
負
金
額　

   　

５
，４
６
０
万
円

※

変
更
後
請
負
金
額　

６
，０
８
１
万
６
千
円

※

変
更
に
よ
る
増
額　
　

６
２
１
万
６
千
円

そ
の
他

●
南
和
広
域
医
療
組
合
の
設
置
に
つ
い
て

　

奈
良
県
及
び
十
津
川
村
を
含
む
12
市
町
村

が
、事
務
な
ど
を
共
同
処
理
す
る
た
め
の
南
和

広
域
医
療
組
合
を
設
置
す
る
規
約
を
原
案
可

決
し
ま
し
た
。

●
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、審
査

し
て
お
り
ま
し
た
、平
成
22
年
度
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
、議
会
の
認
定

を
受
け
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
十
津
川
温
泉
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
，７
２
０
万

円
を
追
加
し
、総
額
２
億
１
，２
３
０
万
２
千

円
と
し
ま
し
た
。

●
財
産
区
大
字
山
手
谷
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
84
万
７
千
円
を
追
加

し
、総
額
２
９
６
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

人
事

●
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
選

挙
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
は
、議
長
の
指
名
推

薦
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

※

選
挙
管
理
委
員
会
委
員（
敬
称
略
）

岩
崎　

弘
司　
　

前
岡　

大
和

森　
　

忠
信　
　

片
山　

武
夫

※

補
充
員（
敬
称
略
）

坂
口　

美
富　
　

岡　
　

勝
久

千
葉　

周
作　
　

阪
口　

泰
行

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
の
松
本
浩
一
氏
が
３
月
末

で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、新
委
員
に
西　

照

秀
氏
を
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
た
め
議
会

の
意
見
を
求
め
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

条
例

●
十
津
川
村
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

円
を
追
加
し
、総
額
73
億
８
，３
５
８
万
５
千

円
と
し
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
０
８
万
４
千
円
を

追
加
し
、総
額
６
億
２
，５
７
２
万
７
千
円
と

し
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
８
０
万
円
を
減
額

し
、総
額
２
億
２
，０
５
６
万
８
千
円
と
し
ま

し
た
。

●
十
津
川
村
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
15
万
円
を
追
加
し
、総

額
１
，２
４
１
万
円
と
し
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
，０
０
０
万
円
を

追
加
し
、総
額
２
億
９
，１
６
９
万
７
千
円
と

し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
十
津
川
村
議
会「
第
４
回
定
例

会
」が
12
月
12
日
・
13
日
の
２
日
間
開
か
れ
、一

般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
や
村
条

例
の
改
正
な
ど
、各
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、４
名
の
議
員
が
村
政
全
般

に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
審
議
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。専

決
処
分
の
承
認

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、次
の
１
議

案
の
専
決
処
分
を
報
告
し
、承
認
さ
れ
ま
し

た
。

●
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
に
伴
い
、一
般
職
の
給
与
額
を

改
め
ま
し
た
。

補
正
予
算

●
十
津
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
３
，０
２
６
万
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県
で
も
安
心
安
全
な
拠
点
づ
く
り
の
た

め
、高
台
に
安
心
な
集
落
を
つ
く
り
移
転
す

る
考
え
な
ど
の
提
案
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
村
民
が
安
心
で
き
て
、よ
り
生
活
し

や
す
い
場
所
が
７
区
に
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

い
ろ
ん
な
人
の
話
を
十
分
聞
い
た
中
で
木

造
住
宅
に
特
化
し
た
住
宅
政
策
、村
営
住

宅
が
見
本
住
宅
、モ
デ
ル
住
宅
に
な
る
よ
う

な
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、復
興
計
画
の
中
に

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

齢
者
の
買
い
物
や
通
院
な
ど
、交
通
機
関

の
確
保
を
主
要
課
題
と
し
て
現
在
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、昨
年
か
ら
野
迫
川
・
十
津
川
地
域

公
共
交
通
協
議
会
を
設
置
し
て
、バ
ス
の
運

行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

村
営
バ
ス
の
支
線
運
行
は
週
１
回
で
す

が
、果
無
集
落
と
十
津
川
温
泉
、那
知
合
線

の
役
場
ま
で
の
延
長
を
23
年
２
月
か
ら
運

行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
さ
ら
に
23

年
10
月
か
ら
、毎
週
月
曜
日
に
高
滝
と
役

場
、武
蔵
と
役
場
の
間
の
運
行
を
始
め
て
い

ま
す
。

　

他
に
も
多
く
の
支
線
で
交
通
機
関
の
確

保
が
必
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、村
営
バ

ス
だ
け
の
対
応
は
非
常
に
厳
し
く
限
界
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
デ
マ
ン
ド
型
の
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
な
ど
の
運
行
も
今
後
関
係
者
と

十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

▼
質
問
　
村
営
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て
今

後
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
お
伺
い
し
ま
す
。

▼
答
弁　

避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
て
帰
れ

る
人
も
い
ま
す
が
、家
が
な
く
な
っ
た
人
も

い
ま
す
。
２
年
後
を
視
野
に
入
れ
、空
き

家
対
策
や
学
校
が
統
合
す
る
こ
と
に
よ
る

教
職
員
住
宅
の
活
用
、村
営
住
宅
の
建
設

な
ど
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

必
要
と
考
え
ま
す
が
ど
の
よ
う
に
お
考
え

か
お
伺
い
し
ま
す
。

▼
答
弁　

か
ね
て
か
ら
道
路
は「
命
の
道
」

と
い
う
事
を
言
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、五

條
新
宮
間
１
３
０
㎞
の
内
、約
15
㎞
が
供

用
開
始
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
災
害
で
は

こ
の
15
㎞
が
村
の
命
を
救
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
も
し
こ
の
地
域
高
規
格
道
路
が
な
け

れ
ば
、未
だ
孤
立
状
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

台
風
12
号
の
災
害
で
、道
路
が
ズ
タ
ズ
タ

に
な
り
、残
っ
た
の
は
地
域
高
規
格
道
路
で

し
た
。
明
日
起
こ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
東

南
海
地
震
が
発
生
し
た
と
き
に
、国
道
１

６
８
号
や
１
６
９
号
は
重
要
な
避
難
の
道

で
あ
り
、物
資
輸
送
の
道
で
す
。
東
北
以
上

の
震
災
が
紀
伊
半
島
を
襲
う
こ
と
を
想
定

し
、村
と
し
て
、地
域
高
規
格
道
路
の
全
線

を
国
の
直
轄
に
よ
る
早
期
完
成
を
要
望
し

て
い
ま
す
。
こ
の
事
は
県
も
同
じ
考
え
で
、

国
に
要
望
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

近
々
、議
長
共
々
、長
殿
工
区
を
地
域
高
規

格
道
路
に
認
定
し
て
も
ら
う
よ
う
、要
望

に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
質
問
　
地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
導
入

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
お
伺
い

し
ま
す
。

▼
答
弁　

交
通
空
白
地
域
に
お
け
る
、高

▼
質
問
　
今
回
の
災
害
に
対
し
て
慰
霊
碑

な
ど
の
特
別
な
思
い
が
あ
る
か
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

▼
答
弁
　
明
治
22
年
以
来
の
水
害
が
再
来

し
た
と
い
う
風
に
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の

水
害
で
６
名
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
、ま
だ
、

６
名
の
方
が
行
方
不
明
で
す
。
６
名
の
方

を
１
日
も
早
く
発
見
で
き
る
よ
う
に
、消

防
団
の
皆
様
な
ど
の
力
を
借
り
て
、引
き
続

き
行
方
不
明
者
の
捜
索
に
あ
た
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、時
期
を
見
て
慰
霊

祭
な
ど
も
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

台
風
か
ら
３
か
月
が
過
ぎ
、応
急
復
旧

で
す
が
、現
在
、普
通
の
生
活
が
で
き
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。
国
や
県
、自
衛
隊
、国

交
省
、消
防
、警
察
な
ど
多
く
の
人
た
ち
の

支
援
に
よ
っ
て
、早
く
普
通
の
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
村
民
の
皆
様
と

共
に
感
謝
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

復
興
は
、今
ま
で
よ
り
も
豊
か
な
村
、安

心
で
き
る
村
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
村
民
が
一
つ
に
な

り
、復
旧
・
復
興
に
向
け
感
謝
と
出
発
の
復

興
大
会
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
質
問
　
こ
の
災
害
を
機
会
に
高
規
格
道

路
の
全
線
開
通
を
目
指
し
た
取
り
組
み
が

一
般
質
問

みなさまに開かれた議会を目指します
　「開かれた議会」「村民に身近な議会」を目指し、昨年４月
から「十津川村議会基本条例」が施行されました！
　村民のみなさまにこの条例を知っていただくため、講演会
を行います。また、講演会後に第１回議会報告会を行います。
みなさまのご参加をお待ちしています。
【日時】2月23日（木）午後３時から
【場所】十津川村役場　第３会議室（庁舎３階）
【講演】『議会基本条例について』
　　　　　　　　奈良女子大学　澤井名誉教授
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こくみんねんきん

し
て
１
３
０
万
円
以
上
見
込
ま
れ
る

場
合
や
配
偶
者
の
第
２
号
被
保
険
者

が
退
職
な
ど
に
よ
っ
て
厚
生
年
金
保

険
な
ど
の
加
入
者
で
な
く
な
っ
た
場
合

な
ど
で
配
偶
者
の
第
２
号
被
保
険
者

の
扶
養
か
ら
外
れ
た
場
合
に
は
、第
１

号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場

合
、必
ず
住
所
地
の
市
区
町
村
に
第
１

号
被
保
険
者
へ
の
種
別
変
更
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
第
３
号
不
整
合
記
録
へ
の
対
応

　

第
３
号
被
保
険
者
が
第
１
号
被
保

険
者
と
な
っ
た
場
合
は
、右
に
述
べ
た

と
お
り
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
届
出
が
も
れ
て
い
た
た
め
、実
際

に
は
第
１
号
被
保
険
者
で
も
第
３
号

被
保
険
者
期
間
と
し
て
年
金
記
録
が

管
理
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す

（
第
３
号
被
保
険
者
記
録
の
不
整
合

期
間
）。

　

届
出
も
れ
の
記
録
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、将
来
年
金
を
請
求
す
る

際
に
過
去
に
遡
っ
て
本
来
の
第
１
号
被

保
険
者
期
間
に
記
録
訂
正
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
、保
険
料
未
納
と
な
っ
て
年

金
額
が
減
額
と
な
っ
た
り
、年
金
受
給

資
格
期
間
が
な
く
な
り
無
年
金
者
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、日
本
年
金
機
構
で
は
、

不
整
合
期
間
が
あ
る
人
を
対
象
に
、不

整
合
期
間
を
本
来
の
第
１
号
被
保
険

者
期
間
へ
変
更
し
、変
更
後
の
年
金
記

録
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
期
間
へ
変
更
し

た
こ
と
で
保
険
料
の
納
付
が
必
要
と

な
っ
た
期
間（
過
去
２
年
以
内
）は
、日

本
年
金
機
構
か
ら
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、最

寄
り
の
金
融
機
関
な
ど
で
保
険
料
を

納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、年
金
記
録
の
中
に
不
整
合
期

間
が
見
つ
か
り
、過
去
２
年
よ
り
前
に

遡
っ
て
第
３
号
被
保
険
者
に
該
当
し

て
い
た
場
合
は
、「
第
３
号
被
保
険
者

該
当
届（
年
金
確
保
支
援
法
用
）」の

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

３
号
被
保
険
者
に
該
当
す
る
旨
の
届

出
を
配
偶
者
の
勤
務
す
る
会
社（
事
業

主
）に
提
出
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、配
偶
者
で
あ
る
第
２
号
被

保
険
者
が
、65
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
が
あ
る
場
合
に
は
、そ

の
被
扶
養
配
偶
者
は
第
３
号
被
保
険

者
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

②
第
３
号
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た

と
き
の
届
出

　

第
３
号
被
保
険
者
の
年
収
が
増
加

●
第
３
号
被
保
険
者
の
届
出
義
務

　

第
３
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き

や
第
３
号
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た

と
き
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
届
出
が
必
要
で

す
。

①
第
３
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き

の
届
出

　

配
偶
者
で
あ
る
第
２
号
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に

は
第
３
号
被
保
険
者
に
な
る
た
め
、第

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　
　

☎
０
７
４
５（
05
）１
１
６
５

　

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
７
４
５（
22
）３
５
３
１

　

住
民
課

　
　

☎
０
７
４
６（
62
）０
０
０
１

　

直
通
０
７
４
６（
62
）０
９
０
０

国
民
年
金
の

第
３
号
被
保
険
者
制
度
と

第
３
号
不
整
合
問
題

　

第
３
号
不
整
合
記
録
の
是
正
を
進
め
る
た
め
の
法
律
案
が
、11
月

22
日
に
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
年
金
機
構
で
は
、第
３

号
不
整
合
記
録
が
あ
る
人
の
記
録
を
訂
正
し
、年
金
受
給
権
の
確
保

に
向
け
た
対
応
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

さ
か
の
ぼ

さ
か
の
ぼ
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こくほだより

　特別な事情もないのに国保税を滞納すると、未納期間に応じて次のような罰則が科せられます。また、長い
間滞納すると、財産の差押えなどの処分を受ける場合があります。さらに、介護保険を利用するときにも制限
を受けるため、サービスが受けられないといったことも発生しますので、納め忘れのないようにしましょう。

　次のような事情で国保税の納付が困難なときには、国保税の分
割納付などが認められることがあります。やむを得ない事情があ
るときは滞納のままにしないで、早めに窓口に相談しましょう。
●地震・風水害・火災その他これらに類する災害によって財産に
大きな損失を被ったとき
●世帯主、または生計を同じくする親族が病気やけがをしたり盗
難にあったりしたとき
●失業などにより所得がなくなったとき

国保税を納め忘れないために、簡単、便利な口座振替をおすすめします。
　※申込みの手続きは・・・

国保税の納付が困難なときはご相談ください

納税通知書、預貯金通帳、通帳の届出印を持参して、役場指定の金融機関（南都
銀行、新宮信用金庫・奈良県農協（十津川支店）・ゆうちょ銀行）へ申し込んでくだ
さい。

国保税の納付は簡単、便利な口座振替をご利用ください

納付相談においでください

納期限を過ぎると

督促や延滞金などの徴収が
行われる場合があります。

それでも納めないでいると

有効期間の短い「短期被保険者証」が
交付されます。

納期限から１年を過ぎると

保険証の代わりに「資格証明書」
が交付されます。資格証明書は
保険証ではありませんので、お
医者さんにかかるときは医療費
をいったん全額自己負担するこ
とになります。

それでも納めないでいると

差し止められた保険給付額か
ら滞納分が差し引かれます。ま
た、財産の差し押さえをする場
合もあります。

納期限から１年６か月を過ぎると

国保の給付の全部または一部が差し止め
になります。また、介護保険の第２号被保
険者がいる場合は、介護保険の給付も制
限される場合があります。
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道
普
請
ツ
ア
ー
の
こ
と

セ
ミ
ナ
ー
か
ら
具
体
的

事
業
へ
の
展
開

　

昨
年
か
ら
、ハ
ー
ブ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
、こ

ん
に
ゃ
く
活
用
セ
ミ
ナ
ー
、榊
の
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、栽
培
か
ら
加
工

品
開
発
ま
で
の
工
程
を
講
習
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
の
ま
ま
で
は
成
果
物
は
生
ま

れ
ま
せ
ん
し
、販
売
す
る
機
会
が
な
い
と
商

売
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、協
議
会
で
は
、ハ
ー
ブ
、こ
ん
に

ゃ
く
、さ
つ
ま
い
も
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た

食
べ
物
、お
土
産
物
を
開
発
す
る
た
め
、柚

子
の
こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
と
バ
ジ
ル（
ハ
ー

ブ
）の
ソ
ー
ス
、さ
つ
ま
い
も
の
ク
リ
ー
ム

を
組
合
せ
た
独
特
の
お
菓
子
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
元
の
方
に
も
試
食
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
て
、ま
ず
ま
ず
の
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
今
年
度
中
に
は
、他
の
お
菓
子
と

い
っ
し
ょ
に
村
内
で
食
べ
て
い
た
だ
け
る
機

会
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、榊
に
つ
い
て
も
、奈
良
市
内
周
辺

で
十
津
川
産
榊
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
せ
っ
か
く
の
村
の
産
品
で
す
。
村

の
も
の
と
し
て
認
知
を
高
め
て
い
け
る
よ

う
に
し
た
い
で
す
ね
。
石
川
県
で
は
榊
で

地
域
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
事
例

が
あ
り
、ま
だ
ま
だ
可
能
性
の
あ
る
分
野
で

す
。

　

協
議
会
と
し
て
も
そ
れ
以
上
の
こ
と
を

目
指
し
て
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
の
光
景
を
楽
し
め
る
プ
ラ
ン
な
ど
を
企

画
し
、村
を
訪
れ
た
人
た
ち
が
村
の
フ
ァ
ン

に
な
り
、何
度
も
来
て
く
だ
さ
る
リ
ピ
ー
タ

ー
の
創
出
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

を
と
お
し
て
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
と
改
め

て
自
然
に
対
す
る
人
間
の
あ
り
方
に
気
づ

き
た
い
と
の
思
い
か
ら
企
画
し
、村
内
外
か

ら
の
参
加
を
募
り
ま
し
た
。

　

ま
す
ま
す
寒
く
な
っ
て
く
る
季
節
に
、し

か
も
危
険
を
と
も
な
う
作
業
の
た
め
開
催

出
来
る
か
心
配
で
し
た
が
、
12
月
17
日

（
土
）に
30
人
、12
月
18
日（
日
）に
25
人
の

参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
中
に
は
遠
く

横
浜
か
ら
の
参
加
者
も
い
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
に
対
す
る
関
心
が
強
く
、思
い
を
行

動
に
起
こ
す
方
が
す
ご
く
多
く
い
る
こ
と

に
感
動
し
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
は
今
後
も
、２
月
18
・
19
日
、３
月

17
・
18
日
を
予
定
し
て
い
て
、現
在（
１
月
19

日
時
点
）で
は
２
５
０
人
を
超
え
る
方
か
ら

お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
う

ち
約
20
％
の
方
が
宿
泊
を
さ
れ
て
い
て
、中

に
は
３
連
泊
さ
れ
る
人
も
い
ま
す
。

　

ツ
ア
ー
は
４
月
以
降
も
継
続
し
て
行
う

予
定
で
す
が
、今
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
に
修
復
し
て
い
た
だ
い
た
古
道
を
活

用
し
て
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、ト
レ
ッ
キ
ン
グ
す

る
プ
ラ
ン
や
村
で
し
か
見
ら
れ
な
い
石
積

　

企
画
か
ら
開
催
ま
で
の
期
間
が
短
く
、広

報
が
十
分
出
来
な
か
っ
た
道
普
請（
み
ち
ぶ

し
ん
）ツ
ア
ー
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　

こ
の
道
普
請
ツ
ア
ー
は
、台
風
12
号
に
よ

っ
て
被
災
し
た
村
の
古
道
を
修
復
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
で
、古
道
の
修
復
作
業

地域雇用創造協議会事務局

被災した古道の修復作業を行う
ツアー参加者のみなさん

ツアー終了後に全員で記念撮影を行いました！

十津川村小原225-1
十津川村役場観光振興課内
電話：0746-62-0004
   （内線：235・236・237）

【発信】

い
け
い



人のうごき人のうごき
（敬称略）
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村報に対する感想や、今後取り上げて欲しい記事、村に対する思い、あなたの身近な出来事などお
寄せください。方法は、ハガキ、便箋、ＦＡＸ、メールのいずれの方法でも受け付けています。
氏名、年齢、性別、住所、☎番号、ペンネーム（必要な方）、をご記入のうえ、下記宛にお送りください。
〒637-1333　奈良県吉野郡十津川村大字小原225-1  十津川村役場 総務課 広報担当
電話 0746－62－0001　fax 0746－62－0210　Eﾒｰﾙ soumu@vill.totsukawa.lg.jp

おくやみおくやみ

（敬称略）善意銀行善意銀行

福井ハマエ

辻尾アイ子

東　美佐枝

中南　敬二

佐古　良晴

中村タキエ

山本キヨ子

福井　　勲

森本　勇次

89

98

90

83

76

94

79

96

65

30

31

4

11

14

18

19

26

31

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

12月

12月

1月

1月

1月

1月

1月

1月

1月

日

日

日

日

日

日

日

日

日

（　旭　）

（沼田原）

（谷垣内）

（山　崎）

（山　手）

（折　立）

（山　崎）

（東　中）

（池　穴）

おめでたおめでた
山本　愛梨     1月12日
父：翔太　　母：由佳　（小　原）

（あいり）　 女

㈱岸尾組
岸之元建設
岸尾産業㈱
元興神クラブ
東　武史

川上　華奈ちゃん（小原）
（２月８日生まれ・満１歳）

元気に大きくなってね☆

父…嘉明　　母…直美

はな

元気でお姉ちゃんと
　　　　　　仲良くしてね☆

父…達也　　母…ふみ

わかなゆきほ

沼平　倖歩ちゃん（小原）
（２月１１日生まれ・満３歳）

いつまでもカワイイ
　　　　ユキちゃんでいてね♪

父…茂雄　　母…美加

温井　柚香ちゃん（上湯川）
（２月２８日生まれ・満１歳）

たくさん食べて
　　　　　大きく育ってね♪

父…正吾　　母…麻紀

ゆずか

まだまだ若い者には負けやぁせん！

４月１日から十津川村暴力団排除条例が施行されます。

西　義秋さん （８6歳） 大字武蔵
よしあき

　このコーナーでは、発行月
に誕生日を迎える１歳から３
歳までの子どもさんや、ご結婚
された幸せなお二人の写真を
募集しています。３月号に掲
載希望の方は、２月23日（木）
までに原稿をお寄せください。
　詳しくは、総務課・広報係ま
でお気軽にお問い合わせくだ
さい。       ☎0746（62）0001

 

おたより
まってます

お詫びと訂正
●１月号23ページの「おくやみ」のとこ
ろで誤りがありましたので、お詫びし訂
正いたします。（敬称略）
　誤⇒森　美須子　12月12日
　正⇒森　美須子　12月18日

●条例の基本理念
　「暴力団『３ない運動』プラス１」
　１．暴力団を利用しない
　２．暴力団を恐れない
　３．暴力団に金を出さない
　プラス１．暴力団と交際しない
●村の責務
　村の事務・事業から排除、村の公の施

設から排除、青少年への教育、村民が自
主的な活動を行うための支援など
●住民の責務
　暴力団の排除に自主的に取り組み、
村が行う暴力団の排除事業への協力に
努める
　暴力団の情報を知ったときは、村や警
察に情報の提供をするように努めるなど

　学校生活４０年、神職２４年。この歳になって気づい
たことは、人のお陰と生命の尊さ。また、神や仏のお
助けで日常の生活を送っているということ。
　「古きを訪ねて新しきを知る」時代の流れがあろう
とも、変わるものと変わらぬものがあることを、お互
い学びたいもんです。
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　村報「とつかわ」が昨年600号、製本
単位の50号の区切りを迎えました。今
回はこの製本に合わせて、背表紙がボ
ロボロになっていた古い村報の冊子も
製本に出しました。製本ができ、仕上が
りを確かめながらページをめくると、タ
イトルは違うものの今も昔も変わらぬ
「お誕生日おめでとう」のページがあり
ました。ふとそこには私の名前があり、
なんだか嬉しい気持ちになりました。懐
かしい村報を紐解くと、広報担当の大
先輩から受け継がれた村報が今もここ
にあり、頑張らなくてはという思いと製
本されるに値する村報を出さなければ
という思いで身が引き締ました。 （R・M）

第36回昴の郷マラソン大会
3kmの部がスタート。

　村外や県外から多くのランナーが十津
川路を駆け抜け復興への弾みとなった昴
の郷マラソン大会。ゲストランナーとして
出場した高石ともやさんから教わった大
好きな言葉があります。「『理解する』は英
語で『アンダースタンド』そのまま日本語に
すると『under低くstand立つ』なんです」
　改めて言葉の奥深さと素晴らしさの発
見、色々な角度から物事を考えてみようと
思えた瞬間でした。
　そこで早速、家に帰ってなぜか大声で
泣いている息子が待ち受けていたら、胡
坐をかいて、寝そべって、頬ずりして、目線
を揃えて語りかけてみようと決めた今日こ
の頃です。                                   （Ｙ・Ｔ）

●世帯数　2,002世帯（＋1世帯）

●人　口　4,002人（-7人）

【平成24年2月１日現在  （　）は前月比】

男性 　1,993人（－2人）／女性　2,009人（－5人）

健康に影響のない範囲で取り組もう！ 冬の節電対策

時間額797円

時間額797円
時間額797円
日額6,527円
時間額846円

第7回市町村対抗子ども駅伝大会
3月3日（土）10：45スタート 馬見丘陵公園
第7回市町村対抗子ども駅伝大会
3月3日（土）10：45スタート 馬見丘陵公園

（写真：前回大会）（写真：前回大会）

平成23年12月25日から
奈良県特定最低賃金が改正されました！
はん用機械器具
生産用機械器具
業務用機械器具
製 造 業

電機関係製造業

自動車小売業

木 材・木 製 品
家 具・整 備 品
製 造 業

●最高4,000円の税額控除
　平成23年分の確定申告を本人の電子証明書を付して、申
告期限内にe-Taxで行うと、所得税額から最高4,000円の控
除を受けることができる。（平成19年分～平成22年分の確
定申告でこの控除を受けた人は、受けられません。）
●国税庁ホームページから電子申告
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で
作成したデータは、e-Tax（電子申告）で提出可能。
●添付書類の提出省略
　医療費の領収書や源泉徴収票など、記載内容を入力して
送信すると、提出や提示が省略可能。（ただし、書類の提出
または提示を求められる場合があります。）
●還付がスピーディー
　e-Taxで申告された還付申告は、早期処理で対応。

おうちで作成 ネットで申告
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